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はじめに  
 

本書は、日本財団の助成を受けて実施した「旅客船における高齢者及

び障害者等乗下船装置の開発」事業を取りまとめたものである。 

 

旅客船等のバリアフリー化は、平成 12 年に制定された「高齢者、身

体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法

律」（交通バリアフリー法）並びに平成 18 年に制定された「高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー新法）

により、また旅客船事業者等の格段の努力もあって着実に進展している。 

 

しかしながら、旅客船への乗降は、潮の干満等の海象条件や船舶特有

の条件により段差や揺れが生じ、高齢者及び障害者等の乗降に支障があ

るにもかかわらず、これを解消するような乗下船装置は開発されていな

い。 

このため、旅客船への乗降時に潮位差等の影響を受けず、高齢者及び

障害者等が安心・安全に乗降できるモデルとなるようなバリアフリー化

された乗下船装置（バリアフリータラップ）を検討し、その開発を行っ

た。 

 

ついては、このバリアフリータラップが広く各旅客船ターミナルに設

置されることを望み、その開発経緯及び仕様等について本書にとりまと

めたものである。 

 

これにより、港湾管理者及び旅客船事業者等において、バリアフリー

タラップ設置の際の参考図書となり、離島等における高齢者及び障害者

等の移動の円滑化並びに旅客船利用の増大となれば望外の喜びである。 

 

最後に、乗下船装置の開発および本書の作成にあたり、多大なご尽力

を頂いた東京大学高齢社会総合研究機構の鎌田実委員長をはじめ、各委

員、開発にあたった下関菱重エンジニアリング株式会社の皆様に深く感

謝を申し上げる次第である。 

 

平成 23 年 3 月          

交通エコロジー・モビリティ財団 

会 長  井  山 嗣 夫   
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１．事業概要について 

 

1.1 事業の目的 

 わが国は 6,852（うち本土 5、離島 6,847）1の島が点在し、離島の高齢者は 33％（「平成

17 年度国勢調査」による 65 歳以上）と高く、年々上昇している。また、障害者は 357.6

万人（厚生労働省「身体障害児・者実態調査」（平成 18 年）による在宅者数）で、同じく

年々上昇している。これらの高齢者や離島の障害者等の日常生活における旅客船は、通院、

通勤、通学、買い物などの移動に必要不可欠な交通手段である。 

本事業は、高齢者及び障害者等が潮位差等に影響されず安心・安全に乗下船できる中小

型船舶用の陸上移動型乗下船装置（以下、「バリアフリータラップ」という）の開発を行い、

高齢者及び障害者等の移動の円滑化を図るものである。 

 

 

  図表 1-1-1 離島の高齢化の現状 
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 注：「平成 2 年」～「平成 17 年」は「国勢調査」より。 

「平成 21 年」は「平成 22 年版高齢社会白書」より。 

                                                           
1 国土交通省 都市・地域整備局 離島振興課ホームページ 離島とは（島の基礎知識） 

http://www.mlit.go.jp/crd/chirit/ritoutoha.html 
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1.2 事業の内容 

 旅客船は、潮の干満等の海象条件の影響や水密等の船舶特有の構造により段差等が発生

し、高齢者及び障害者等の移動に支障をきたしている。現在、車いす使用者による旅客船

への乗降は、人的介助（抱きかかえ等）が多く、独力での乗下船が困難な状況となってい

る。 

一方、スロープ型のタラップも開発され使用されているが、潮位差が激しい港湾での利

用は、スロープの勾配が急になってしまうことがあるため使用できない等の問題も発生し

ている。 

このようなことから、離島に就航する中小型船舶の乗下船時に潮位差等の影響を受けず、

安心・安全に乗下船ができる装置の開発を行うことが重要である。 

したがって、下図のフローによりバリアフリータラップの開発を実施する。 

 

①既存文献調査の実施  

国内の主な港湾の潮位差、利用者数等について既存文献等を収集し、バリアフリータラップを

必要とする港湾の諸条件を検討する。 

③現地調査の実施  

上記①および②で検討した事項に基づき、潮の干満等の海象条件および旅客船・旅客船ターミ

ナルの乗降設備、乗降位置、その利用状況等について現地調査を行い、バリアフリータラップを設

置する港湾を選定する。 

④バリアフリータラップの仕様の検討  

上記③で選定した港湾に則したバリアフリータラップの仕様について検討する。 

イ）乗降ステップやスロープの長さの検討  

ロ）潮の干満に応じた乗降ステップの高さの検討  

ハ）乗降装置の検討  

ニ）陸上移動装置の検討  

ホ）固定装置の検討  

ヘ）安全装置の検討      等  

⑤バリアフリータラップの設計・製作  

上記④において検討した仕様に基づき、障害者等の意見を踏まえて、バリアフリータラップの設

計・製作を行う。なお、製作したバリアフリータラップは、安全試験を実施する。

⑥報告書の作成  

上記①～⑤について、実施内容を報告書に取りまとめる。 

⑦バリアフリータラップの評価分析（平成 23 年度に実施予定） 

 

②アンケート調査の実施  

国内の港湾における利用者数、乗降場所、乗降設備等について、アンケート調査を実施し、汎

用性のあるバリアフリータラップを開発するための諸条件を検討する。

図表 1-2-1 バリアフリータラップ開発のフロー 
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1.3 事業のスケジュール 

 本事業は、下記のスケジュールで実施する。 

 

図表 1-3-1 スケジュール 

                期 

実施内容 
１／４ ２／４ ３／４ ４／４ 

①既存文献調査の実施 

②アンケート調査の実施 

③現地調査の実施 

④バリアフリータラップの仕様の検討 

⑤バリアフリータラップの設計・製作 

⑥報告書の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討委員会（３回） ○  ○ ○
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２．既存文献調査について 

 

2.1 既存文献調査の目的 

 国内の主な港湾の潮位差、利用者数等について既存文献等2を収集し、バリアフリータラ

ップを必要とする港湾の諸条件を検討することを目的とする。 

 

2.2 既存文献調査の方法 

 国内に就航している旅客船が寄港する任意の港湾 30 箇所程度を選定し、既存文献等によ

り下記 1）～4）の項目について整理した。 

1）「港湾（出発）の情報」 

港湾名、潮汐（平均高潮、平均低潮、平均水面）、1日あたりの利用者数 

  

2）「離島の情報」 

島名、人口、高齢化率 

 

3）「港湾（寄港）の情報」 

  港湾名、潮汐（平均高潮、平均低潮、平均水面）、1日あたりの利用者数 

  

 4）「旅客船の情報」 

船名、船種、トン数、定員、航海時間、船主 

 

2.3 既存文献調査の結果 

 既存文献調査の結果は、図表 2-3-1 のとおり。 

 

                                                           
2 ①国土交通省港湾局「港湾管理者一覧表」（平成 22 年 4 月 1 日現在） 

②海上保安庁「平成 22 年潮汐表第 1 巻」 
③日本海事通信「フェリー・旅客船ガイド」2010 春季号  
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0
 

3
1
6
 

式
根

島
 

5
8
1
 

3
3
%
 

野
伏

漁
 

1
.4

0
 

0
.3

0
 

0
.9

7
 

1
4
0
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ェ

ッ
ト

フ
ォ

イ
ル

 
愛

 
2
8
0
 

2
6
0
 

6
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東
京

港
 

1
.7

0
 

0
.4

0
 

1
.2

0
 

4
,1

4
0
 

神
津

島
 

2
,1

4
4
 

2
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%
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津

島
港
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0
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0
 

0
.9
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1
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0
 

2
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0
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汽
船
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お
け

さ
丸

 
5
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1
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5
 

お
お
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ど

丸
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ェ

リ
ー

 
5
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2
 

1
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0
5
 

1
5
0
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1
6
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2
6
0
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2
7
7
 

2
6
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7
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港
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0
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7
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0
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津

港
 

0
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0
 

0
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0
 

0
.1

8
 

4
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5
0
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ば

さ
 

ｼ
ﾞｪ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｲ
ﾙ

 

1
6
4
 

2
6
0
 

6
0

佐
渡

汽
船

㈱
 

8
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直
江

津
港

 
0
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0
 

0
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0
 

0
.1

9
 

5
7
0
 

佐
渡

島
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2
,1
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3
2
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小
木

港
 

0
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0
 

0
.1

0
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.1

9
 

5
7
0
 

こ
が

ね
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フ

ェ
リ

ー
 

4
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5
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1
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3
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1
6
0

佐
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高
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平
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低
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平
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面
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日
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り
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用
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島
名

 
人

口
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齢
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率

 
港

名
（
寄

港
）
 

平
均

 

高
潮

 

平
均

 

低
潮

 

平
均

 

水
面

 

1
日

あ
た

り
 

の
利

用
人

数
船

名
 

船
種

 
Ｇ

Ｔ
 

（
ト

ン
）
 

定
員

 

（
人

）
 

航
海

時
間

 

（
分

）
 

船
主

 

篠
島

 
2
,0

4
0
 

2
3
%
 

篠
島

港
 

1
.9

0
0
.5

0
1
.3

0
―

 
は

ま
つ

ば
き

 
1
7
0
 

1
2
6
 

日
間

賀
島

 
2
,2

2
1
 

2
3
%
 

日
間

賀
島

港
 

*
1
.9

0
*
0
.5

0
*
1
.3

0
―

 
フ

ラ
ワ

ー
ラ

イ
ン

 
9
7
1
 

4
5
0
 

し
ま

ゆ
り

 

フ
ェ

リ
ー

 

2
7
6
 

9
3
 

1
5
～

4
0

大
鵇

５
 

3
7
 

9
7
 

イ
ー

グ
ル

１
 

3
5
 

8
0
 

イ
ー

グ
ル

２
 

4
6
 

9
6
 

イ
ー

グ
ル

３
 

4
5
 

9
4
 

海
燕

２
２

 
1
9
 

8
0
 

海
燕

２
３

 
1
9
 

8
0
 

海
鴎

１
 

1
9
 

8
6
 

海
鴎

１
１

 
1
9
 

9
2
 

9
 

中 部 

師
崎

港
 

1
.9

0
 
 

0
.5

0
 
 

1
.3

0
 
 

2
,7

9
0
 

―
 

―
 

―
 

伊
良

湖
港

 
1
.8

0
0
.4

0
1
.2

0
1
,6

2
0
 

海
鴎

１
２

 

高
速

船
 

1
9
 

9
3
 

1
5
～

2
0

名
鉄

海
上

観
光

船
㈱

 

ま
う

ら
 

1
9
 

8
7
 

高
速

い
え

し
ま

 
1
4
6
 

2
0
0
 

新
造

船
 

旅
客

船
 

1
1
5
 

1
4
2
 

2
7

高
速

い
え

し
ま

㈱
 

高
福

丸
 

1
9
 

8
6
 

高
福

丸
 

1
7
 

5
8
 

1
0 

近 畿 

姫
路

港
 

*
1
.4

0
 

*
0
.3

0
 

*
0
.9

0
 

3
4
0
 

家
島

 
5
,4

5
8
 

1
8
%
 

真
浦

港
 

1
.4

0
0
.3

0
0
.9

0
3
1
0
 

高
福

ラ
イ

ナ
ー

 

旅
客

船
 

1
9
 

8
1
 

3
0

㈲
髙
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ラ

イ
ナ

ー
 

シ
ャ

ト
ル
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ー

す
 

3
8
7
 

3
0
0
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ャ

ト
ル

す
た

ー
 

3
8
8
 

2
3
0
 

シ
ー

フ
レ

ン
ド

 
3
1
2
 

3
5
0
 

3
7

芸
備

商
船

㈱
 

第
五

き
り

く
し

 
3
7
3
 

3
0
0
 

第
八

き
り

く
し

 
3
7
5
 

3
0
0
 

1
1
 

宇
品

港
 

3
.4

0
 
 

0
.6

0
 
 

2
.0

0
 
 

8
,0

7
0
 

江
田

島
 

3
2
,2
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2
9
%
 

切
串

港
 

3
.4

0
0
.6

0
2
.0

0
―

 

第
十

二
き

り
く
し

 

フ
ェ

リ
ー

 

4
9
0
 

3
0
0
 

3
0

上
村

汽
船

㈱
 

新
大

津
島

 
フ

ェ
リ

ー
 

1
4
4
 

2
0
0
 

4
4

鼓
海

Ⅱ
 

5
9
 

1
5
0
 

1
2
 

徳
山

下
松

港
 

3
.1

0
 
 

0
.5

0
 
 

1
.8

0
 
 

3
5
0
 

大
津

島
 

5
3
6
 

5
9
%
 

馬
島

港
 

*
3
.1

0
*
0
.5

0
*
1
.8

0
3
7
0
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天

 
旅

客
船

 
1
9
 

6
5
 

3
4
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津

島
巡

航
㈱
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―
 

―
 

―
 

―
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代

島
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2
,3
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4
2
%
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田
港

 
*
3
.1

0
*
0
.5

0
*
1
.8

0
3
0
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3
 

柳
井

港
 

*
3
.1

0
 

*
0
.5

0
 

*
1
.8

0
 

8
0
0
 

―
 

―
 

 
―

 
松

山
（
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津
浜

）
 

3
.3

0
0
.5

0
1
.9

0
―

 

し
ら

き
さ

ん
 

フ
ェ

リ
ー

 
4
4
1
 

1
5
0
 

1
5
0

周
防

大
島

松
山

フ
ェ

リ
ー

㈱
 

相
島

 
2
3
7
 

3
2
%
 

相
島

港
 

*
0
.8

0
*
0
.3

0
*
0
.4

8
―

 
つ

ば
き

2
 

旅
客

船
 

1
1
3
 

1
5
0
 

4
0

1
4 
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萩
港

 
0
.8

0
 

0
.3

0
 

0
.4

8
 

5
0
0
 

大
島

 
9
5
5
 

2
9
%
 

大
島

漁
港

 
*
0
.8

0
*
0
.3

0
*
0
.4

8
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た

ち
ば

な
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旅
客
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1
3
4
 

1
5
0
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5

萩
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1
日

あ
た

り
 

の
利

用
人

数
 

島
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人
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名
（
寄

港
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高
潮

 

平
均

 

低
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平
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1
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た
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の
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Ｇ
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ト

ン
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（
人

）
 

航
海
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（
分
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船
主

 

第
８

１
玉

高
丸

 
9
6
5
 

3
0
0
 

第
８

２
玉

高
丸

 
8
5
5
 

3
0
0
 

第
８

５
玉

高
丸

 
8
5
2
 

3
0
0
 

―
 

―
 

―
 

宇
野

港
 

2
.3

0
0
.4

0
1
.4

5
1
,1

9
0
 

第
８

７
玉

高
丸

 

フ
ェ

リ
ー

 

8
5
3
 

3
0
0
 

6
0

四
国

フ
ェ

リ
ー

㈱
 

な
お

し
ま

 
9
9
8
 

4
5
0
 

あ
さ

ひ
 

9
9
3
 

4
5
0
 

せ
と

 

フ
ェ

リ
ー

 

5
5
9
 

9
3
 

5
0

ブ
ル

ー
バ

ー
ド

 
1
9
 

7
9
 

サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド
 

1
9
 

7
9
 

1
5 

直
島

 
3
,6

3
6
 

2
5
%
 

宇
野

港
 

2
.3

0
0
.4

0
1
.4

5
1
,2

3
0
 

ラ
ブ

バ
ー

ド
 

高
速

船
 

1
9
 

6
5
 

2
5

四
国

汽
船

㈱
 

第
一

し
ょ

う
ど

し
ま

丸
 

9
9
9
 

4
9
0
 

第
二

し
ょ

う
ど

し
ま

丸
 

9
9
4
 

4
3
0
 

第
七

し
ょ

う
ど

し
ま

丸
 

フ
ェ

リ
ー

 

9
9
8
 

4
9
0
 

6
0

ス
ー

パ
ー

マ
リ

ン
１

 
1
7
1
 

1
5
2
 

ス
ー

パ
ー

マ
リ

ン
 

1
6
1
 

1
5
2
 

土
庄

港
 

*
1
.9

0
*
0
.4

0
*
1
.2

0
1
,1

2
0
 

ひ
か

り
 

高
速

船
 

3
8
 

9
8
 

3
0

小
豆

島
急

行
フ

ェ
リ

ー
㈱

 

第
１

こ
く
さ

い
丸

 
6
9
6
 

5
0
0
 

池
田

港
 

1
.9

0
0
.4

0
1
.2

0
4
7
0
 

第
３

２
こ

く
さ

い
丸

 
フ

ェ
リ

ー
 

6
9
9
 

5
0
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6
0
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際

フ
ェ

リ
ー

㈱
 

ブ
ル

ー
ラ
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ェ
リ

ー
 

9
9
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5
5
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6 
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豆

島
 

3
4
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*
1
.9

0
*
0
.4

0
*
1
.2

0
4
5
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オ
リ

ー
ブ

シ
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高

速
船

 
5
2
 

6
8
 

4
5
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海

フ
ェ

リ
ー
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女
木

島
 

2
4
4
 

4
9
%
 

女
木

港
 

*
2
.2

0
*
0
.5

0
*
1
.4

0
2
9
0
 

め
お
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1
9
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2
5
0
 

1
7 

高
松

港
 

2
.3
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0
.4
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1
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3
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島
 

2
4
8
 

3
9
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港
 

2
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0
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0
1
.4

0
1
4
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お
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ェ
リ
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2
6
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2
5
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雌
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海
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島
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*
3
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0
*
0
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0
*
2
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0
2
0
 

第
一

ち
ど

り
 

4
9
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3
.5
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0
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*
2
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3
.5

0
*
0
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1
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6
6
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*
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*
3
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0
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5
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0
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3
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0
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0
.6

0
*
2
.0

0
―

 
第

三
き

り
し

ま
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船
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5
9
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0
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2
1 

1
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0
 

小
川

島
 

5
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5
 

3
2
%
 

小
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島
漁

港
 

*
2
.1

0
*
0
.3

0
*
1
.2

3
1
0
0
 

そ
よ

か
ぜ

 
8
5
 

9
5
 

2
0

川
口

汽
船

㈲
 

2
2 

8
0
 

加
唐

島
 

2
1
7
 

3
2
%
 

加
唐

島
観

光
休
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所

 
*
2
.1

0
*
0
.3

0
*
1
.2

3
8
0
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か

ら
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5
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7

㈲
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2
.1
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0
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1
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8
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5
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1
 

2
5
%
 

馬
渡

島
漁

港
 

2
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0
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0
1
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3
―

 
ゆ

う
し

ょ
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旅
客

船
 

5
7
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0
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0

㈲
郵
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丸
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ー
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1
8
6
7
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6
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通
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良
尾
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4
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8
6
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が
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3
 

2
6
4
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4
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崎

港
 

2
.8

0
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1
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3
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0
 

福
江
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3
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%
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港
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0
0
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2
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0
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1
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3
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3
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1
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0
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上
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2
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0
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1
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9
3
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ェ
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1
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0
 

4
3
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1
5
5
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久

島
 

3
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7
6
 

3
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久
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港

 
2
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0
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―

 
フ

ェ
リ

ー
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6
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5
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5
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2
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1
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―
 

―
 

―
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2.4 設置港湾の選定条件 

 既存文献調査の結果を踏まえて、バリアフリータラップを必要とする港湾の諸条件は下

記のとおりとする。 

 

1）離島の生活航路であること（主に中小型旅客船を対象） 

 

2）乗降場所が固定岸壁であること 

 

3）乗降設備が階段式等のタラップである（バリアが存在している）こと 

 

4）（固定）岸壁から舷門（客室甲板）までの高さが 4m 以下であること 

 

5）高齢者及び障害者等の利用が多いこと 

 

6）旅客船自体がバリアフリー化されていること 
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３．アンケート調査について 

 

3.1 アンケート調査の目的 

 国内の港湾における利用者数、乗降場所、乗降設備等について、全国の旅客船ターミナ

ル（乗り場）のある港湾管理者にアンケート調査を実施し、汎用性のあるバリアフリータ

ラップを開発するための諸条件を検討することを目的とする。 

 

3.2 アンケート調査の概要 

 アンケート調査を下記のとおり実施した。 

1）調査期間 ： 2010 年 7 月 20 日（火）～2010 年 8 月 20 日（金） 

 

2）調査対象 ： 全国の旅客船ターミナル（乗り場）のある港湾管理者 

 

3）調査総数 ： 385 箇所 

 

4）調査協力 ： 国土交通省港湾局技術企画課 

北海道開発局港湾担当者 

各地方整備局港湾担当者 

沖縄総合事務局港湾担当者 

 

5）調査方法 ： 電子メール（あるいは FAX）による回答方式 

 

3.3 アンケート調査の回答数と回答率 

 アンケート調査の回答数と回答率は、下記のとおり。 

1）回答数 ： 147／385 箇所 

 

2）回答率 ： 38.18％ 
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3.4 アンケート調査の結果（集計） 

 アンケート調査の結果（集計）は、下記のとおり。 

 

1）乗降場所について（n=147） 

旅客船に乗降する場所については、「①固定岸壁」と回答した管理者は有効回答 147

のうち 88（60％）であり、「②浮き桟橋」と回答した管理者は 53（36％）であった。 

なお、「③その他」と回答した 4（3％）のほとんどが可動橋であった（図表 3-4-1、

図表 3-4-2）。 

 

         図表 3-4-1 

種類 回答数 

①固定岸壁 88 

②浮き桟橋 53 

③その他 4 

④無回答 2 

合  計 147 

 

図表 3-4-2 
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2）乗降設備について（n=147） 

  旅客船に乗降するための設備については、「②スロープ式タラップ」が最も多く 71

（48％）、「③階段式タラップ」が 34（23％）、「①ボーディングブリッジ」が 22（15％）

であった。 

なお、「④その他」と回答した 18（12％）は車両ランプウェイであった（図表 3-4-3、

図表 3-4-4）。 

 

         図表 3-4-3 

種類 回答数 

①ボーディングブリッジ 22 

②スロープ式タラップ 71 

③階段式タラップ 34 

④その他 18 

⑤無回答 2 

合  計 147 

 

図表 3-4-4 
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3）管理している港湾（旅客船ターミナル）の 1日の利用者数（n=147） 

  管理している港湾（旅客船ターミナル）の 1日の利用者数については、「①100 人以下」

と回答した管理者は有効回答147のうち42（29％）、「②101～500人」が最も多く62（42％）、

「③501～1000 人」が 22（15％）、「④1001 人以上」が 17（11％）であった（図表 3-4-5、

図表 3-4-6）。 

 

         図表 3-4-5 

利用者数 回答数 

①100 人以下 42 

②101～500 人 62 

③501～1000 人 22 

④1001 人以上 17 

⑤無回答 4 

合  計 147 

 

        図表 3-4-6 
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4）乗降時支障の有無について（n=147） 

  乗降時支障の有無については、「①支障がある」と回答した事業者は有効回答 147 のう

ち 87（59％）、「②支障がない」が 55（40％）であった（図表 3-4-7、図表 3-4-8）。 

 

         図表 3-4-7 

内容 回答数 

①支障がある 87 

②支障がない 55 

③無回答 4 

合  計 147 

 

        図表 3-4-8 
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5）乗降設備の要望について（n=56） 

  現状の乗降設備について利用者から要望の有無については、「①要望がある」と回答し

た事業者は有効回答 56 のうち 25（45％）、「②要望がない」が 30（53％）であった（図

表 3-4-9、図表 3-4-10）。 

 

         図表 3-4-9 

内容 回答数 

①要望がある 25 

②要望がない 30 

③無回答 1 

合  計 56 

 

図表 3-4-10 
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3.5 候補地の選定 

 

  以下、本事業で開発するバリアフリータラップを設置する候補港湾を下図のフローに

より選定する（図表 3-5-1）。 

 

図表 3-5-1 選定のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前述５）で「①要望がある」と回答した港湾 

「①固定岸壁」 「②浮き桟橋」 

「①ボーディング 

ブリッジ」 

「②スロープ式 

タラップ」 

「③階段式 

タラップ」 
「④その他」 

その他の詳細な情報

を電話にての確認。 

バリアフリータラップを設置することができる岸壁として、「①固定岸壁」と回答した港湾。 

現状、車いす使用者が利用できない「③階段式タラップ」と回答した港湾。 
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1）前述 5）のうち、「①要望がある」と回答した港湾の乗降場所について 

  前述 5）のうち、「①要望がある」と回答した港湾の旅客船に乗降する場所については、

「①固定岸壁」と回答している管理者は有効回答 25 のうち 17（68％）であり、「②浮き

桟橋」と回答としている管理者は 6（24％）であった（図表 3-5-2、図表 3-5-3）。 

  よって、「①固定岸壁」と回答した 17（68％）を対象とする。 

 

     図表 3-5-2 

種類 回答数 

①固定岸壁 17 

②浮き桟橋 6 

③その他 2 

合  計 25 

 

     図表 3-5-3 
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2）上記 1）のうち、「①固定岸壁」と回答した港湾で使用している乗降設備について 

  上記 1）のうち、「①固定岸壁」と回答した港湾で使用している乗降設備は、「①ボー

ディングブリッジ」と回答している管理者は有効回答 17 のうち 1（6％）、「②スロープ

式タラップ」が 3（18％）、「③階段式タラップ」が 12（70％）であった（図表 3-5-4、

図表 3-5-5）。 

  よって「③階段式タラップ」と回答した 12（70％）を対象とする。 

 

     図表 3-5-4 

種類 回答数 

①ボーディングブリッジ 1 

②スロープ式タラップ 3 

③階段式タラップ 12 

④その他 1 

合  計 17 

 

     図表 3-5-5 
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3）上記 2）のうち、「③階段式タラップ」と回答した港湾の現状について 

  上記 2）のうち、「③階段式タラップ」と回答した港湾管理者に電話で確認を行った。 

 

     図表 3-5-6 

ターミナル名 所在地 

①熱海港旅客待合所 静岡県 

②郷ノ浦港フェリーターミナルビル 長崎県 

③みなとさかい交流館 鳥取県 

④宮崎カーフェリーターミナル 宮崎県 

⑤三池港船客待合所 東京都 

⑥阿古漁港船客待合所 東京都 

⑦二見港船客待合所 東京都 

⑧徳山ポートビル 山口県 

⑨与論港待合所 沖縄県 

⑩和泊港ターミナル 鹿児島県 

⑪別府 2 号上屋 大分県 

⑫伊東港船客待合所 静岡県 

 

4）その他の港湾について 

  前述のほか、地方運輸局より案内のあった港湾管理者にも電話で確認を行った。 

 

 図表 3-4-7 

ターミナル名 所在地 

大島港（萩市） 山口県 

 

5）確認結果について 

  3）および 4）の港湾管理者に電話で確認を行った結果、「旅客船のバリアフリー化が

必要」等の回答を得たため、本装置を設置する港湾候補から除くこととした。 
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４．現地調査について 

 

4.1 現地調査の目的 

 ２章および３章で検討した事項に基づき、潮の干満等の海象条件および旅客船・旅客船

ターミナル（港湾）の乗降設備、乗降位置、その利用状況等について現地調査を行い、バ

リアフリータラップを設置する港湾を選定する。 

 

4.2 現地調査を実施した港湾 

 ２章および３章により整理した港湾のうち地域性等を考慮し、下記の 8 港湾を選定し、

現地調査を実施した。 

 1）那覇泊港     （所在地）沖縄県那覇市 

 2）岩船港・新潟西港 （所在地）新潟県村上市／新潟市 

 3）気仙沼港     （所在地）宮城県気仙沼市 

 4）広島宇品港    （所在地）広島県広島市 

 5）弓削港      （所在地）愛媛県越智郡上島町 

 6）牛深港      （所在地）熊本県天草市 

 7）佐世保港     （所在地）長崎県佐世保市 

 8）奈留港      （所在地）長崎県五島市 
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4.4 候補地の選定結果 

 

 ２章、３章および本章で検討した結果を当委員会に諮り、審議を得てバリアフリータラ

ップを必要とする港湾の諸条件を満たす奈留港（所在地：長崎県五島市）に設置すること

とした（図表 4-4-1）。 

 なお、諸条件は「2.4 設置港湾の選定条件」とする。 

また、奈留港を選定した理由は、就航する新旅客船（長崎－福江間 2011.4 就航予定）の

寄港地（長崎港、福江港、奈留港、奈良尾港）として、奈留港のみが車いす使用者など障

害のある方、移動に困難な高齢者の円滑に乗下船できる乗降装置がなく、その設置が喫緊

な課題であった。 
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５．バリアフリータラップの設計・製作について 

 

5.1 バリアフリータラップの仕様 

5.1.1 背景および必要性 

 移動に困難な高齢者や車いす使用者等の障害者にとって岸壁と船舶との移動は、その段

差に加え、船舶特有の揺れ等があるため極めて困難な状況である。 

 

 現在、旅客船ターミナル等で使用されている乗下船装置は、次のようなものがある。 

 

 1）ボーディングブリッジ 

   大型の旅客船やフェリー向けの設備であり、岸壁に大きな施設の建設が必要である。

その建設は膨大な費用を要し、大型の旅客船やフェリーが就航する旅客船ターミナル

に限られる。また、固定されているため移動しての利用ができない。 

 
図表 5-1-1 函館港 

 

 2）陸置き型の乗下船装置 

   中型の旅客船やフェリー向けの設備であり、スロープの傾斜と階段を使って昇降す

るのが一般的であり、高齢者及び障害者等には不向きである。特に車いす使用者は、

階段があるため独力での利用は不可能である。 

 
図表 5-1-2 佐世保港 
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 3）小型船舶用（船舶搭載型）の乗下船装置 

   小型の旅客船向けの設備である。一般的にスロープの急傾斜と大きな動揺を伴うた

め、高齢者及び障害者等が独力で移動することは困難である。主に浮き桟橋（ポン・

ツーン）で使用されている。 

 

図表 5-1-3 旅客船 19 トン 

 

 4）小型旅客船用（船舶搭載型）の昇降式乗下船装置 

   小型の旅客船向けの設備である。船舶搭載型であるため船舶ごとに搭載する必要が

あるが、高齢者及び障害者等が容易に乗降することは可能である。 

 

図表 5-1-4 旅客船 87 トン 

 

  以上のことから、国内に就航している旅客船の大半を占める中型の旅客船およびフェ

リーは、高齢者及び障害者等の移動の円滑化を行うことができる乗下船装置が少なく、

特に固定岸壁での乗降においては、困難を窮していたことからバリアフリー化された乗

下船装置の開発が必要であった。 
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5.1.2 開発目標 

 バリアフリータラップの開発目標は、設置港湾の耐久性や設置場所、潮位差等の状況や

旅客船の乗降位置や舷門の寸法等を考慮した上で、現在利用されている中小型船舶の乗下

船装置の特性も踏まえ、次のとおりとした。 

 

 1）高齢者及び障害者等ができるだけ独力で乗下船できること。ただし、船舶特有の事由

もあることから旅客船事業者等の介助を必要とする場合がある。 

 

 2）岸壁設置型であり、また不特定の船舶を対象とするため移動できるようにする。 

 

 3）高齢者及び障害者等並びにすべての人が利用できること。 

 

5.1.3 開発手順 

 開発手順は、次のとおりとした。 

 

 1）アイデアプランおよび試設計の作成 

  旅客船の乗下船位置を岸壁から高さ約 2m と想定し、バリアフリータラップのアイデア

プランを作成した。また、そのアイデアプランに基づいて主要目の試設計を実施した。 

  アイデアプランは次のとおりとした。 

   ①本装置の操作 

    本装置の操作は、船員と陸側スタッフが行うこととする。 

   ②使用荷重の決定 

    使用荷重は、「電動車いす使用者」、「介助者」、「船員」の合計 350kg を想定する。

また、ストレッチャーにも対応できるようにする。 

   ③潮位差による段差解消の方式 

    潮位差による段差を解消するため昇降装置を取り付ける。 

   ④船の動揺吸収の対策 

    本装置と船の連絡を伸縮式スロープ板とし、動揺を吸収する。 

   ⑤自走の要否 

    接岸位置の変更および本装置の格納位置までの移動を考慮し、自走式とする。 

   ⑥岸壁から本装置への乗り込み 

    陸側スロープ板とする。 

   ⑦乗客の乗下船の方法 

    昇降装置を任意の高さに固定し、陸側スロープ板および船側伸縮式スロープ板を

使用し、乗下船する。なお、移動困難者は昇降装置により移動する。 

 

 2）基本設計の作成 

  設置港湾を奈留港に決定したことに伴い、旅客船の乗下船位置が岸壁から最大高さ約

3m となったためアイデアプランの一部を変更し、基本設計を実施した。 

  アイデアプランの一部を次のとおり変更した。 
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  ①昇降高さの変更に伴う各部材のサイズ見直し、重量増に伴う動力装置等の要目を変

更する。 

  ②乗下船方法の一部について、岸壁と適当高さに固定したプラットホームとの連絡を

「陸側スロープ板」から「階段」に変更する。 

  ③本船が岸壁に係船する際、本装置の設置位置が障害物（防衝工等）と干渉してしま

うため各装置のサイズを変更する。 

  ④摘要規則3、関係官庁の確認結果及び指導を設計に反映する。 

 

 3）詳細設計の作成および購入品の手配 

  ①基本設計に則り部材等の詳細設計を実施する。 

  ②駆動用電動機、電動シリンダ等の購入品を手配する。 

 

 4）製作 

  設計図面に基づき部材の切断、組み立て、動力装置および制御機器の組み込みを実施

する。 

 

 5）検査 

  製作途中および完成前に検査を実施する。 

 

 6）塗装 

  完成後に塗装および屋根の取付けを実施する。 

 

 7）工場出荷および運搬 

  塗装等を施した本装置を海上輸送で山口県下関市の工場から奈留港に運搬を実施する。 

 

 8）据付および調整 

  運搬した本装置の据付を行い、作動確認および最終調整を実施する。 

 

                                                           
3 ・港湾法（昭和 25 年 5 月 31 日法律第 218 号、最終改正：平成 22 年 6 月 2 日法律第 41 号） 
 ・港湾法施工規則（昭和 26 年 11 月 22 日運輸省令第 98 号、最終改正：平成 22 年 4 月 1 日国土交通省令第 14 号） 
 ・港湾の施設の技術上の基準を定める省令（平成 19 年 3 月 26 日国土交通省令第 15 号） 
 ・港湾の施設の技術上の基準の細目を定める告示（平成 19 年 3 月 28 日国土交通省告示第 395 号） 
 ・高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 

（平成 18 年 6 月 21 日法律第 91 号、最終改正：平成 18 年 6 月 21 日法律第 92 号） 
 ・高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令 

（平成 18 年 12 月 8 日政令第 379 号、最終改正：平成 19 年 9 月 25 日政令第 304 号） 
 ・移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備に関する基準を定める省令 

（平成 18 年 12 月 25 日国土交通省令第 111 号） 
 ・公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（平成 19 年 7 月発行） 
 ・旅客船バリアフリーガイドライン（平成 19 年 3 月発行） 
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5.1.4 開発仕様 

 本装置における開発仕様は、開発目標および開発手順を踏まえ、「公共交通機関の旅客施

設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（以下、「バリアフリー施設整備ガイドライン（旅

客施設編）」という）および「旅客船バリアフリーガイドライン」等を参考にし、下記のと

おりとする。 

 

 1）装置概要 

①本装置は、岸壁に設置し、潮の干満による岸壁と船体乗船口の高さの変化および波な

どの影響による船体動揺があっても高齢者及び障害者等が安心・安全に乗降すること

ができる装置とする。 

②本装置は、電動駆動とする。 

③本装置は、岸壁から船舶への乗降を支障なく行わせるため、プラットホームを動力に

より昇降させることで適正位置を確保する。なお、プラットホームは陸側スロープ板

と船側スロープ板を有し、船側スロープ板の傾斜角度を調節することで高齢者及び障

害者等の乗下船に対応することができる。 

 

 2）構成および仕様 

①陸側スロープ板 

  岸壁とプラットホーム間の移動用の設備である。プラットホームの岸壁側に段差解消

用のスロープ板を設け、台車とはヒンジ装置で固定する。 

   ・材質および構造：耐蝕アルミ合金製溶接構造 

   ・サイズ    ：長さ 1740mm×幅 1080mm 

   ・踏板     ：単板滑り止め仕上げ 

   ・格納     ：手動 

   ・付属設備   ：手すり 

 

 ②プラットホーム 

  移動台車上を船側スロープ板とともに昇降する設備である。船側スロープ板の傾斜角

度を最適な位置に固定する。 

   ・材質および構造：鋼製溶接構造 

   ・サイズ    ：長さ 3100mm×幅 1350mm 

   ・床板     ：単板滑り止め仕上げ 

   ・昇降距離   ：2300mm（乗下船口の岸壁からの高さの変動量に合わせたものと

する。） 

   ・昇降装置   ：電動チェーン駆動方式(機側操作) 

            昇降速度  ：0.1m/sec 

            昇降使用荷重：350kg 

            駆動装置  ：ブレーキおよびウォーム式減速機付電動機 

2.2kw×2 台 

   ・昇降時定員（最大）：電動車いす使用者 1名、介助者 1名および船員１名 
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   ・吊下げチェーン：ローラーチェーン 4 本×2組 

   ・付属設備   ：手すり 

            扉 陸側スロープ板側および上段踊り場 

                      ：片開きヒンジ（手動開閉式） 

              中間踊り場   ：横スライド扉（手動開閉式） 

              船側スロープ板側：チェーン索  

 

 ③船側スロープ板 

  プラットホームと船間の移動用の設備である。プラットホームの船側に船体構造に合

致した取り合い金物および固縛設備を設ける。船体乗降口の段差解消および船側スロー

プ板の船体側固縛設備は船体部設備による。プラットホームと船側スロープ板とは船体

動揺吸収を考慮したヒンジ装置で固定する。 

   ・材質および構造：耐蝕アルミ合金製溶接構造 

   ・サイズ    ：長さ 6000mm×幅 1030（900）mm 

             主スロープ板     長さ 4700mm×幅 1030mm 

             従（伸縮）スロープ板 長さ 3700mm×幅 900mm 

   ・踏板     ：単板滑り止め仕上げ 

   ・格納     ：ウィンチワイヤ駆動による縦置き格納(機側操作) 

            ウィイチ 電動 2.2kw 

            ワイヤー 8φSW 

   ・船体動揺吸収量：船体動揺は以下とする。 

            船体左右舷方向：最大±300mm 

            船体船首尾方向：最大±200mm 

   ・船体動揺吸収方式：スロープ板のスライドによる（ラックピニオン式） 

   ・スライドローラ ：130φ×42MC ナイロン製 

   ・付属設備    ：手すり、照明灯、屋根 

  ただし、サイズの幅は 900mm 以上が望ましい。しかし、本事業での設置箇所に防衝工

（防舷材）と旅客船の舷門開口との有効幅が約 1200mm であることを考慮し、850mm とす

る。 

 

 ④移動台車 

  プラットホームが最下段の位置ならびに船側スロープ板を格納した状態で乗下船に最

適な位置に移動する。 

   ・材質および構造 ：鋼製溶接構造 

   ・サイズ     ：長さ 3800mm×幅 4700mm×高さ 5340mm 

（ただし、階段、盤格納スペース等を除く） 

   ・移動装置    ：台車下部に 2個の駆動輪と 2個の操舵輪を設ける。 

             なお、車輪はすべてソリッドゴム巻き鋼製（300φ×150mm）

とする。 

        駆動装置：ブレーキ付電動機 5.5kw×1 台（インバータによる速度制御） 
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        操縦装置：有線遠隔操作式 

   ・プラットホーム昇降用支柱：鋼製溶接構造 

   ・岸壁位置固定支持装置：転倒防止用固定支持装置（手動式）を設ける。 

   ・付属設備      ：制御盤 

               プラットホーム上下限リミットスイッチ 

 

 ⑤階段装置 

  健常者用に階段を装備する。階段には船体乗降口の高さに合わせ 2 箇所の踊り場を設

ける。 

   ・材質および構造 ：鋼製溶接構造 

   ・階段は、幅 1200mm、踏面 300mm、蹴上げ 160mm とし、手すり、屋根を設ける。 

   ・踊り場は、中間の踊り場（地上からの高さ）1256mm、上段の踊り場（地上からの

高さ）2210mm とし、手すり、屋根、点字ブロックを設ける。 

 

 ⑥電源 

  電源は、陸上 3相交流 220V を使用する。 

 

 ⑦総重量 

  総重量は、9600kg とする。 

 

 

図表 5-1-6 バリアフリータラップ 
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 3）安全装置 

 ①プラットホーム昇降駆動装置停止時の非常用降下装置 

手動ハンドルまたは充電式ドライバーで降下させる。 

 ②電源装置故障その他による停電時 

ギヤードモータ内蔵の無励磁制動スプリング式ブレーキおよびウォーム式減速機でそ

の位置を保持する。 

 ③非常停止 

異常時操作ボックスの非常停止スイッチを操作することにより非常停止させる。 

 ④プラットホーム昇降用チェーン 

プラットホーム昇降用支持チェーンの切断時は安全チェーンで大幅な落下および傾斜

を防止する。 

 ⑤過負荷警報装置 

ギヤードモータ過負荷の警報装置を設置する。 

 

 4）工場試験 

本装置を製作した後、工場内で下記の検査および試験を実施する。なお、本事業では

試験シート（図表 5-1-6）を利用し、委員長および委員（障害当事者等）の立ち会いの

もとに実施した（実施日：平成 23 年 2 月 22 日）。 

 

 ①「バリアフリー施設整備ガイドライン（旅客施設編）」および「旅客船バリアフリーガ

イドライン」（以下、ガイドラインという）記載項目の確認検査 

  バリアフリータラップの各箇所がガイドラインの記載内容に適合していることを確認

する。 

  (1)陸側スロープ板の確認検査 

「バリアフリー施設整備ガイドライン（旅客施設編）」の「3.旅客船ターミナル③タ

ラップその他の乗降用設備」および「旅客船バリアフリーガイドライン」の「Ⅰ．

乗降に関する基準（乗降用設備／舷門）」の記載内容に適合していることを確認する。 

 

  (2)プラットホームの確認検査 

「バリアフリー施設整備ガイドライン（旅客施設編）」の「⑦昇降機（エレベーター）」

の記載内容に適合していることを確認する。 

 

  (3)船側スロープ板の確認検査 

「バリアフリー施設整備ガイドライン（旅客施設編）」の「3.旅客船ターミナル③タ

ラップその他の乗降用設備」および「旅客船バリアフリーガイドライン」の「Ⅰ．

乗降に関する基準（乗降用設備／舷門）」の記載内容に適合していることを確認する。 

 

  (4)階段装置の確認検査 

「バリアフリー施設整備ガイドライン（旅客施設編）」の「⑥階段」の記載内容に適

合していることを確認する。 
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 ②無負荷作動試験および安全装置作動試験 

  バリアフリータラップの各箇所が負荷のない状態で作動することを確認する。また、

その状況で安全装置が作動することを確認する。 

  (1)船側スロープ板の伸縮試験 

・負荷のない状態で船側スロープ板が支障なく伸縮できることを確認する。 

・各リミットスイッチが確実に作動することを確認する。 

 

  (2)プラットホームの昇降試験 

・負荷のない状態でプラットホームが支障なく昇降できることを確認する。 

・負荷のない状態で船側スロープ板がプラットホームの昇降に連動し、昇降できる

ことを確認する。 

・各リミットスイッチが確実に作動することを確認する。 

 

  (3)インターロックの作動試験 

・プラットホームの昇降時にプラットホームの乗降扉が開いた状態の場合、インタ

ーロックが作動することを確認する。 

 

(4)移動台車の走行試験 

   ・負荷のない状態で移動台車が支障なく走行できることを確認する。 

 

 ③負荷・過負荷作動試験および安全装置作動試験 

  バリアフリータラップの各箇所が負荷のある状態および過負荷のある状態で作動する

ことを確認する。また、その状況で安全装置が作動することを確認する。 

  (1)船側スロープ板の過負荷作動試験 

・使用荷重（350kg）の 1.25 倍（約 438kg）の過負荷をかけ、各部に異常が発生し

ないことを確認する。 

 

  (2)プラットホームの負荷作動試験 

・使用荷重（350kg）の 1.1 倍（385kg）の負荷をかけた状態でプラットホームが支

障なく昇降できることを確認する。 

・上記同様の負荷をかけた状態で船側スロープ板がプラットホームの昇降に連動し、

支障なく昇降できることを確認する。 

・上記同様の負荷をかけた状態で各リミットスイッチが確実に作動することを確認

する。 

 

  (3)プラットホームの過負荷作動試験 

・使用荷重（350kg）の 1.25 倍（約 438kg）の過負荷をかけた状態で保持し、異常

が発生しないことを確認する。 

 



 33

 ④試乗試験（体感評価） 

  健常者および車いす使用者がバリアフリータラップの利用を体験し、評価する。 

  (1)健常者目線の体感評価 

・健常者が階段の昇降およびプラットホームの昇降を体験し、評価する。 

 

  (2)車いす使用者目線の体感評価 

・車いす使用者がプラットホームの昇降を体験し、評価する。 
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工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

黄
色
滑
り
止
め
を
施
工
し
た

カ
屋
根
又
は
ひ
さ
し
の
有
無

屋
根
又
は
ひ
さ
し
が
あ
る
こ
と

目
視

ｵ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞを

施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ヨ
回

り
段

回
り
段
の
な
い
こ
と

目
視

直
線
階
段
と
す
る

直
線
階
段

直
線
階
段

下 部 階 段船 側 ス ロ ー プ 板
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検
査

方
法

基
本

設
計

（
奈
留
港
に
適
合
し
た
寸
法
）

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

検
査
項
目

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
記
載
内
容

イ
手
す
り
間

の
有

効
幅

×
奥

行
9
0
0
×
1
3
5
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

1
1
5
0
×

2
9
0
0

後
日
実
施

1
2
0
0
×
2
9
4
0

ロ
手
す
り
の
連
続
性

階
段

と
の

連
続

性
を
持

た
せ

る
こ
と

目
視

連
続
さ
せ
る

後
日
実
施

連
続
し
て
い
る

ハ
手

す
り
の
構
造

直
径
約
4
0

メ
ジ
ャ
ー

3
4

後
日
実
施

3
5

樹
脂
カ
バ
ー
を
施
工
し
た

ニ
床

面
の
有
効
幅
×
奥
行

9
0
0
×

1
3
5
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

1
3
6
0
×

3
0
1
0

1
3
6
0
×
3
0
1
0

1
3
6
0
×
3
0
1
0

ホ
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
扉

の
有

効
幅

8
0
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

8
0
0

8
5
0

8
8
0

有
効
幅
を
変
更
し
た

ヘ
床
面
の
滑
り
に
く
さ

滑
り
に
く
い
こ
と

－
滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ト
扉
の
開
閉
の
し
や
す
さ

開
閉
し
や
す
い
こ
と

目
視

ﾋ
ﾝ
ｼ
ﾞ式

と
す
る

（
上

部
階

段
昇

降
禁

止
兼

用
）

後
日
実
施

施
工
済

ヒ
ン
ジ
式
扉
を
施
工
し
た

チ
屋
根
又
は
ひ
さ
し
の
有
無

屋
根
又
は
ひ
さ
し
が
あ
る
こ
と

目
視

ｵ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞを

施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

リ
床
面
端
部
の
色
彩

容
易
に
段
の
区
別
が
出
来
る
こ
と

目
視

黄
色
塗
装
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ヌ
床

面
か

ら
の

立
ち
上

が
り
部

の
有

無
立

ち
上

が
り
部

が
あ
る
こ
と
（
5
0
以

上
）

メ
ジ
ャ
ー

立
ち
上
が
り
部
（
5
0
）

6
0

6
0

ル
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
有
無

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
有
す
る
こ
と

目
視

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

イ
手
す
り
間

の
有

効
幅

1
2
0
0
以
上

メ
ジ
ャ
ー

1
2
2
0

後
日
実
施

1
2
2
5

ロ
手
す
り
の

高
さ

8
0
0
～

8
5
0

メ
ジ
ャ
ー

8
5
0

後
日

実
施

8
5
0

ハ
2
段
手
す
り
の
有
無

2
段
手
す
り
で
あ
る
こ
と

目
視

2
段
手
す
り
と
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ニ
手

す
り
の
構
造

直
径
約
4
0

メ
ジ
ャ
ー

3
4

3
4

3
5

樹
脂
カ
バ
ー
を
施
工
し
た

ホ
手

す
り
の

端
部

端
部

が
突

出
し
な
い
こ
と

目
視

端
部

は
丸

め
る

後
日

実
施

施
工

済
端

部
は

丸
め
て
い
る

ヘ
点
字
表
示
の
有
無

行
き
先
を
手
す
り
端
部
に
点
字
で
表

示
を
す
る
こ
と

目
視

点
字
表
示
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ト
踏
み
面
の
有
効
幅

1
2
0
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

1
2
7
0

1
2
7
0

1
2
7
0

チ
蹴

上
げ
高

さ
×

踏
み

面
奥

行
1
6
0
以

下
×

3
0
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

1
6
0
×

3
0
0

1
6
0
×
3
0
0

1
6
0
×
3
0
0

リ
蹴

込
板

の
有

無
蹴

込
み

板
が

あ
る
こ
と

目
視

蹴
込

み
板

あ
り

有
有

ヌ
踏
み
面
の
滑
り
に
く
さ

滑
り
に
く
い
こ
と

－
滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ル
段
鼻
の
突
き
出
し
（
つ
ま
づ
き
難
さ
）

段
鼻
の
突
き
出
し
が
な
い
こ
と

目
視

突
き
出
し
は
な
し

な
し

な
し

ヲ
階

段
両

側
の

立
ち
上

が
り
部

の
有

無
立

ち
上

が
り
部

が
あ
る
こ
と
（
5
0
以

上
）

メ
ジ
ャ
ー

1
0
5
（
踏

み
面

中
央

部
）

1
0
5

（
踏
み
面
中
央

部
）

1
0
5

ワ
階

段
部

の
色

彩
段

の
区

別
が

容
易

で
あ
る
こ
と

目
視

端
部
に
識
別
で
き
る
滑
り
止
め
を
施

工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

黄
色
滑
り
止
め
を
施
工
し
た

中 間 踊 り 場 上 部 階 段
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検
査

方
法

基
本

設
計

（
奈
留
港
に
適
合
し
た
寸
法
）

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

検
査
項
目

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
記
載
内
容

カ
屋
根
又
は
ひ
さ
し
の
有
無

屋
根
又
は
ひ
さ
し
が
あ
る
こ
と

目
視

ｵ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞを

施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ヨ
回

り
段

回
り
段
の
な
い
こ
と

目
視

直
線
階
段
と
す
る

直
線
階
段

直
線
階
段

イ
手
す
り
間

の
有

効
幅

×
奥

行
9
0
0
×
1
3
5
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

1
1
0
0
×

3
2
1
0

1
1
0
0
×
3
2
1
0

1
1
0
0
×
3
2
1
0

ロ
手
す
り
の
連
続
性

階
段

と
の

連
続

性
を
持

た
せ

る
こ
と

目
視

連
続
さ
せ
る

後
日
実
施

連
続
し
て
い
る

ハ
手

す
り
の
構
造

直
径
約
4
0

メ
ジ
ャ
ー

3
4

3
4

3
5

樹
脂
カ
バ
ー
を
施
工
し
た

ニ
床

面
の
有
効
幅
×
奥
行

9
0
0
×

1
3
5
0
以

上
メ
ジ
ャ
ー

1
2
0
0
×

3
9
4
0

1
2
0
0
×
3
9
4
0

1
2
0
0
×
3
9
4
0

ホ
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
乗

り
口

の
有

効
幅

9
0
0
以
上

メ
ジ
ャ
ー

1
0
5
0

1
0
5
0

1
0
5
0

ヘ
床
面
の
滑
り
に
く
さ

滑
り
に
く
い
こ
と

－
滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ト
扉
の
開
閉
の
し
や
す
さ

開
閉
し
や
す
い
こ
と

目
視

管
理
者
に
よ
る
操
作
に
限
定

－
ー

チ
屋
根
又
は
ひ
さ
し
の
有
無

屋
根
又
は
ひ
さ
し
が
あ
る
こ
と

目
視

ｵ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞを

施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

リ
床

面
端

部
の

色
彩

容
易

に
段

の
区

別
が

出
来

る
こ
と

目
視

端
部
に
識
別
で
き
る
滑
り
止
め
を
施

工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

ヌ
床

面
か

ら
の

立
ち
上

が
り
部

の
有

無
立

ち
上

が
り
部

が
あ
る
こ
と
（
5
0
以

上
）

メ
ジ
ャ
ー

立
ち
上
が
り
部
（
5
0
）

6
0

6
0

ル
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
有
無

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
有
す
る
こ
と

目
視

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
施
工
す
る

後
日
実
施

施
工
済

上 部 階 段 上 部 踊 り 場
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②
無
負
荷
作
動
試
験
お
よ
び
安
全
装
置
作
動
試
験

試
験

方
法

判
定
基
準

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

A
．

格
納

イ
．

手
動
に
て
格
納

目
視

確
実
に
格
納
で
き
る
こ
と

後
日
実
施

格
納
を
確
認

B
．

設
置

イ
．

手
動

に
て
設

置
目
視

確
実
に
設
置
で
き
る
こ
と

後
日
実
施

設
置
を
確
認

手
動
ウ
ィ
ン
チ
巻
上
げ
に
変
更
し
た

イ
．

約
1
0
度

の
傾

斜
状

態
に
て
伸

展
さ
せ

る
支

障
な
く
作

動
す
る
こ
と

支
障

な
く
作

動
支

障
な
く
作

動

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄﾞ
機
構
に
異
常
が
な
い
こ
と

異
常
な
し

異
常
な
し

ロ
．

約
1
0
度

の
傾

斜
状

態
に
て
短
縮
さ
せ
る

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障
な
く
作
動

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄﾞ
機
構
に
異
常
が
な
い
こ
と

異
常
な
し

異
常
な
し

ハ
．

確
実

に
リ
ミ
ッ
ト
が

働
き
停

止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

最
大
伸
長
距
離
：
1
3
0
0
m
m

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄﾞ
機
構
に
異
常
が
な
い
こ
と

後
日
実
施

異
常
な
し

ニ
．

確
実
に
リ
ミ
ッ
ト
が
働
き
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄﾞ
機
構
に
異
常
が
な
い
こ
と

後
日
実
施

異
常
な
し

イ
．

ﾜ
ｲ
ﾔ
ｳ
ｨﾝ

ﾁ
を
作
動
さ
せ
格
納
位
置
ま
で
巻
上

げ
目

視
支

障
な
く
作

動
す
る
こ
と

後
日

実
施

支
障

な
く
作

動

ロ
．

ﾜ
ｲ
ﾔ
ｳ
ｨﾝ

ﾁ
を
作
動
さ
せ
使
用
位
置
ま
で
巻
下

げ
目

視
支

障
な
く
作

動
す
る
こ
と

後
日

実
施

支
障

な
く
作

動

イ
．

下
端
か
ら
中
間
踊
り
場
ま
で
上
昇

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障
な
く
作
動

（
踊
場
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

中
間
踊
り
場
の
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

確
実
に
追
従

確
実
に
追
従

ロ
．

中
間
踊
り
場
か
ら
上
部
踊
り
場
ま
で
上
昇

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障
な
く
作
動

（
踊
場
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

上
部
踊
り
場
の
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

確
実
に
追
従

確
実

に
追

従

ハ
．

上
部
踊
り
場
か
ら
上
端
ま
で
上
昇

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

後
日
実
施

支
障
な
く
作
動

（
上
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

上
限
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
追
従

ニ
．

上
端
か
ら
下
端
ま
で
下
降

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

後
日
実
施

支
障
な
く
作
動

（
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

下
端
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
追
従

試
験
要
領

A
．

階
段
ﾓ
ｰ
ﾄﾞ
に

よ
る
昇
降

目
視

目
視

目
視

目
視

目
視

目
視

約
1
0
度
の
傾
斜
状
態
に
て
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
伸
展

さ
せ

る

駆
動

装
置

に
よ
る
伸
縮

B
．

格
納

試
験

内
容

試
験

項
目

陸 側 ス ロ ー プ 板 船 側 ス ロ ー プ 板

A
．

プ ラ ッ ト ホ ー ム

約
1
0
度
の
傾
斜
状
態
に
て
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
短
縮

さ
せ

る

目
視

目
視
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試
験

方
法

判
定
基
準

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

試
験

要
領

試
験

内
容

試
験

項
目

イ
．

下
端
か
ら
任
意
点
ま
で
上
昇

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障
な
く
作
動

任
意
点
に
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

確
実
に
停
止

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

確
実
に
追
従

確
実
に
追
従

ロ
．

任
意
点
か
ら
上
端
ま
で
上
昇

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障

な
く
作

動

（
上
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

上
限
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

確
実
に
追
従

確
実
に
追
従

ハ
．

上
限
か
ら
任
意
点
ま
で
下
降

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障
な
く
作
動

任
意
点
に
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

確
実
に
停
止

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

確
実
に
追
従

確
実
に
追
従

ニ
．

留
意
点
か
ら
下
端
ま
で
下
降

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

支
障
な
く
作
動

支
障
な
く
作
動

（
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

下
端
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

が
確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

確
実
に
追
従

確
実
に
追
従

ホ
．

下
端

か
ら
上

端
ま
で
上

昇
ｽ
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｳ
ｫ
ｯ
ﾁ

計
画

値
（
6
m
/
m
in
）
か

ら
大

幅
に
乖

離
し
な
い
こ
と

後
日
実
施

5
.7
6
m
/
m
in

負
荷
試
験
に
て
実
施

ヘ
．

上
端
か
ら
下
端
ま
で
下
降

ｽ
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｳ
ｫ
ｯ
ﾁ

計
画

値
（
6
m
/
m
in
）
か

ら
大

幅
に
乖

離
し
な
い
こ
と

後
日
実
施

5
.9
m
/
m
in

同
上

イ
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
下
端
に
て
中
間
踊
り
場
扉
を
【
開

】
の

状
態

と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上
昇
さ
せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認
作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

ロ
．

中
間
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を

任
意

位
置

ま
で
昇

降
さ
せ

下
端

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を

確
認

作
動
す
る
こ
と
を
確
認

作
動
す
る
こ
と
を
確
認

ハ
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
下
端
に
て
上
部
踊
り
場
扉
を
【
開

】
の

状
態

と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上
昇
さ
せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認
作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

ニ
．

上
部
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を

任
意

位
置

ま
で
昇

降
さ
せ

下
端

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を

確
認

作
動
す
る
こ
と
を
確
認

作
動
す
る
こ
と
を
確
認

ホ
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
中
間
踊
り
場
に
設
置
後
、
中
間

踊
り
場
扉
を
【
開
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
下
降
さ

せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認
作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

ヘ
．

中
間
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を

上
昇

さ
せ

上
部

踊
り
場

位
置

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を

確
認

作
動
す
る
こ
と
を
確
認

作
動
す
る
こ
と
を
確
認

ト
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上
部
踊
り
場
に
設
置
後
、
上
部

踊
り
場
扉
を
【
開
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
下
降
さ

せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認
作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

作
動
し
な
い
こ
と
を
確
認

B
．

車
い
す
ﾓ
ｰ
ﾄﾞ

に
よ
る
昇
降

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

Ｃ
．

プ ラ ッ ト ホ ー ム

目
視

目
視

目
視

目
視
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試
験

方
法

判
定
基
準

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

試
験

要
領

試
験

内
容

試
験

項
目

Ｃ
．

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

チ
．

上
部
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を

下
降

さ
せ

下
端

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を

確
認

作
動

す
る
こ
と
を
確

認
作

動
す
る
こ
と
を
確

認

イ
．

車
い
す
ﾓ
ｰ
ﾄﾞ
に
て
上
昇
中
電
源
断
に
す
る

目
視

確
実
に
停
止
す
る
こ
と

確
実
に
停
止

確
実
に
停
止

ロ
．

車
い
す
ﾓ
ｰ
ﾄﾞ
に
て
下
降
中
電
源
断
に
す
る

目
視

確
実
に
停
止
す
る
こ
と

確
実
に
停
止

確
実
に
停
止

A
．

走
行

イ
．

停
止
状
態
か
ら
直
線
前
進
さ
せ
る

目
視

支
障
な
く
走
行
す
る
こ
と

支
障
な
く
走
行

支
障
な
く
走
行

ロ
．

同
状
態
に
て
2
～
3
m
走
行
後
停
止

目
視

確
実
に
停
止
す
る
こ
と

確
実
に
停
止

確
実
に
停
止

ハ
．

停
止

状
態

か
ら
直

線
後
進
さ
せ
る

目
視

支
障
な
く
走
行
す
る
こ
と

支
障
な
く
走
行

支
障
な
く
走
行

ニ
．

同
状
態
に
て
走
行
後
初
期
位
置
に
て
停

止
目

視
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

確
実
に
停
止

確
実
に
停
止

ホ
．

停
止
位
置
か
ら
前
進
右
操
舵
に
て
走
行
さ
せ

る
目

視
支

障
な
く
走

行
す
る
こ
と

後
日

実
施

支
障

な
く
走

行

ヘ
．

同
状
態
に
て
2
～
3
m
走
行
後
停
止

目
視

確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

ト
．

停
止
位
置
か
ら
後
進
左
操
舵
に
て
走
行
さ
せ

る
目

視
支

障
な
く
走

行
す
る
こ
と

後
日

実
施

支
障

な
く
走

行

チ
．

同
状
態
に
て
2
～
3
m
走
行
後
停
止

目
視

確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

移 動 台 車

（
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ板

及
び
ﾌ
ﾟ

ﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
走
行
位

置
に
確
実
に
格
納
）

プ ラ ッ ト ホ ー ム

Ｄ
．

電
源
ト
ラ
ブ

ル
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③
負
荷
・
過
負
荷
作
動
試
験
お
よ
び
安
全
装
置
作
動

試
験

試
験

方
法

判
定
基
準

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

A
．

過
負
荷
試
験

イ
．

水
平

の
状

態
に
て
4
3
8
kg
の

集
中

荷
重

を
掛

け
1

分
間

保
持

す
る

目
視

特
に
異
常
が
な
い
こ
と

後
日
実
施

異
常
な
し

ロ
．

水
平

の
状

態
に
て
5
0
0
m
m
毎

に
8
1
kg
の

荷
重

を
掛

け
1
分

間
保
持
す
る

目
視

特
に
異
常
が
な
い
こ
と

後
日
実
施

異
常
な
し

A
．

イ
．

下
端
か
ら
任
意
点
ま
で
上

昇
支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

後
日
実
施

支
障
な
く
作
動

任
意

点
に
確

実
に
停

止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟが

確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
追
従

ロ
．

任
意
点
か
ら
上
端
ま
で
上

昇
支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

後
日
実
施

支
障
な
く
作
動

（
上
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

上
限
リ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
確
実
に
停
止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟが

確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
追
従

ハ
．

上
限
か
ら
任
意
点
ま
で
下
降

支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

後
日
実
施

支
障
な
く
作
動

任
意

点
に
確

実
に
停

止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟが

確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
追
従

ニ
．

任
意
点
か
ら
下
端
ま
で
下

降
支
障
な
く
作
動
す
る
こ
と

後
日
実
施

支
障
な
く
作
動

（
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
作
動
さ
せ
る
）

任
意

点
に
確

実
に
停

止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

伸
縮
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟが

確
実
に
追
従
し
て
い
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
追
従

ホ
．

下
端
か
ら
上
端
ま
で
上
昇

ｽ
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｳ
ｫ
ｯ
ﾁ

計
画

値
（
6
m
/
m
in
）
か

ら
大

幅
に
乖

離
し
な
い
こ
と

後
日

実
施

5
.7
6
m
/
m
in

1
.0
m
/
1
0
.4
1
秒

ヘ
．

上
端
か
ら
下
端
ま
で
下
降

ｽ
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｳ
ｫ
ｯ
ﾁ

計
画

値
（
6
m
/
m
in
）
か

ら
大

幅
に
乖

離
し
な
い
こ
と

後
日

実
施

5
.9
m
/
m
in

1
.0
m
/
1
0
.2
3
秒

B
．

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

イ
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
下
端
に
て
中
間
踊
り
場
扉
を
【
開

】
の

状
態

と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上
昇
さ
せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
し
な
い
こ
と
を
確

認
後
日
実
施

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認

ロ
．

中
間
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
任

意
位

置
ま
で
昇

降
さ
せ

下
端

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

後
日
実
施

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認

目
視

試
験

内
容

試
験
要
領

試
験

項
目

（
船
側
ス
ロ
ー
プ
板

に
使
用
荷
重
の
1
.2
5
倍

の
負
荷
（
4
3
8
kg
）
を

か
け
る
）

船
側
ス
ロ
ー
プ
板

車
い
す
モ
ー
ド

に
よ
る
昇
降

目
視

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

（
負

荷
試

験
）

目
視

（
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
に
使
用

荷
重
の
1
.1
倍
の
負

荷
（
3
8
5
kg
）
を
乗

せ
て
試

験
を
行

う
）

目
視
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試
験

方
法

判
定
基
準

工
場
試
験

結
果

追
加
試
験

結
果

対
応
内
容

試
験

内
容

試
験
要
領

試
験

項
目

B
．

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

ハ
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
下
端
に
て
上
部
踊
り
場
扉
を
【
開

】
の

状
態

と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上
昇
さ
せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
し
な
い
こ
と
を
確

認
後
日
実
施

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認

ニ
．

上
部
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
任

意
位

置
ま
で
昇

降
さ
せ

下
端

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

後
日
実
施

作
動

す
る
こ
と
を
確

認

ホ
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
中
間
踊
り
場
に
設
置
後
、
中
間
踊

り
場

扉
を
【
開
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
下
降
さ
せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
し
な
い
こ
と
を
確

認
後
日
実
施

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認

ヘ
．

中
間
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上

昇
さ
せ

上
部

踊
り
場

位
置

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

後
日
実
施

作
動

す
る
こ
と
を
確

認

ト
．

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
上
部
踊
り
場
に
設
置
後
、
上
部
踊

り
場

扉
を
【
開
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
下
降
さ
せ
る

目
視

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
し
な
い
こ
と
を
確

認
後
日
実
施

作
動

し
な
い
こ
と
を
確

認

チ
．

上
部
踊
り
場
扉
を
【
閉
】
と
し
、
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
を
下

降
さ
せ

下
端

へ
設

置
目
視

扉
【
閉
】
の
状
態
で
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

後
日
実
施

作
動

す
る
こ
と
を
確

認

C
．

電
源
ト
ラ
ブ
ル

イ
．

車
い
す
ﾓ
ｰ
ﾄﾞ
に
て
上
昇
中
電
源
断
に
す
る

目
視

確
実

に
停

止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

ロ
．

車
い
す
ﾓ
ｰ
ﾄﾞ
に
て
下
降
中
電
源
断
に
す
る

目
視

確
実

に
停

止
す
る
こ
と

後
日
実
施

確
実
に
停
止

A
．

過
負
荷
試
験

イ
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場
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試乗試験（体感評価）で各委員からの意見は下記のとおりであった。なお、意見を【質問

事項】と【指摘事項】に分類し、記載する。また、【質問事項】については、対応内容等も

記載する。 

 

【質問事項】 

 ・緊急時など一斉に大勢の人が乗った場合の強度に問題はないか。 

 → 使用荷重の 1.25 倍の荷重をかけて負荷試験を実施する。船側スロープ板でも、0.5m

ごとに旅客が乗っていることを想定し、81kg（旅客 1人あたり 65kg の 1.25 倍）の荷

重をかけて負荷試験を実施する。 

 ・プラットホームを吊って電動機のブレーキのみで保持するのに問題はないか。 

 → 減速機にウォークギヤを使用し、セルフロックがかかる仕組みとなっている。 

 ・先端の船側の取り合い金物は船体を損傷してしまうのではないか。 

 → 現在就航している旅客船の乗下船装置（タラップ）と同様の構造となっている。 

 ・側面にパネルを取り付けると風圧により転倒の危険はないか。 

 → 建築基準法第 87 条第 8 節に基づく最大風速 46m で試験を実施し、問題はなかった。 

 

【指摘事項】 

 ・陸側スロープ板はもう少し小さくすべきである。 

 ・階段のパネルが厚いように感じるので、もっと薄くすべきである。 

 ・プラットホームの稼動中は音を出すなどの（上昇と下降とで音色を変える）ことを考

慮すべきである。 

 ・踊り場とプラットホームに隙間があったのでコイン等を落としたときなど思わぬ行動

を起こすことがある。高齢者や子ども等の多様なユーザが利用するので安全面には細

心の注意を払うことが必要である。 

 ・使用者にとって操作性、安全性、メンテナンス性にも考慮したものであることが重要

である。 

 ・子どもの遊び場になる可能性があるので、本装置内へ侵入できない様にする必要があ

る。 

 ・プラットホームの扉の取手は、外側に変更すべきである。（内側では乗っている人が誤

って開く恐れがあるため。） 

 ・階段、スロープとプラットホーム間等は黄色の滑り止めや塗装を施し、明確に識別で

きるようにすべきである。 

 ・簡単な手順書を操作板等に掲示すべきである（操作の容易化）。 

 ・昇降装置の速度は十分にあるので良い。停止時の振動もほとんど感じられない。 

 ・扉のセンサー（インターロック機能）は安全上非常によい。 

 ・船側スロープ板の伸縮機構はうまくできている。 

 ・「操作マニュアル」や「注意銘板」を整備すべきである。 

 ・本装置は、全体的に重厚過ぎる。普及を考慮するとコンパクト化することが必要であ

る。 
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5.2 バリアフリータラップの図面 

 前述した仕様に基づいて作成したバリアフリータラップの図面は下記のとおり。 



47



49 

６．おわりに 

 

 本事業は、既存文献調査、アンケート調査および現地調査等を実施し、障害当事者や学

識者等の意見を踏まえ、奈留港に適合するバリアフリー化した乗下船装置を開発した。 

 なお、今後他の港湾でもバリアフリータラップを普及するための改善策として、下記の

ことが課題として挙げられる。 

 

 1) 構造について 

  本装置は、風雪や塩害等を受ける岸壁で利用する設備であることを考慮し、重厚な鋼

鉄（5mm 厚）を素材としたが、重量が増えるため岸壁の耐久性への影響やコスト高の原

因になるため、素材等の見直しが求められる。 

  また、当初は簡易なもので、移動も容易にできる装置としていたが、設置場所の条件

等により見直しが必要となった。 

 

 2) 各装置について 

  ①陸側スロープ板について 

    バリアフリータラップ操作の簡素化のため、容易に可動することができる素材に

することが必要である。 

 

  ②階段について 

    本装置の階段は、「バリアフリー整備ガイドライン（旅客施設編）」に基づく階段

の標準的な整備内容（120cm 以上）で製作したが、タラップに付属する階段である

こと、双方向での昇降ではなく一方向での昇降であること、風雪等の影響を受ける

岸壁で利用する設備であるため両側の手すりをつたって昇降する人もいること等を

考慮すると「旅客船バリアフリーガイドライン」に基づく乗降用設備の幅員の推奨

基準である 90cm 程度が望ましい。 

 

  ③昇降装置について 

    本装置の昇降装置は、ストレッチャーでも十分にゆとりをもって利用できること

を目指し「160cm×310cm」と製作したが、標準ストレッチャーの寸法（190～197cm）

の利用を勘案し、160×220cm 程度でも良いと思われる。 

 

  ④船側スロープ板について 

    本装置の船側スロープ板は、バリアフリータラップを設置する港湾に接岸する旅

客船の乗降口（舷門）と岸壁に設置している防衝工のためスロープの長さを 600cm

としているが、今後は設置条件にもよるができる限り短い寸法の方が安全面からも

望ましい。 
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 3) 運用について 

  高齢者及び障害者等が安心、円滑に移動できるようバリアフリータラップの保守・監

理ならびに係員が安全に操作できるマニュアルの整備を行う必要がある。 

 

 なお、バリアフリータラップを設置した奈留港において、高齢者及び障害者等による利

便性、快適性の評価を実施し、その評価に基づいた仕様等の改良を行い、さらなる性能の

向上を図る必要がある。 

 

 本事業は、わが国にこれまで例のなかった潮位差に対応した中小型船舶用バリアフリー

タラップのモデルとして開発できたことは望外の喜びである。 

今後は、港湾管理者等が本事業で開発したバリアフリータラップを参考にし、設置する

港湾や就航している旅客船の状況に合わせた乗下船におけるバリアフリー設備を積極的に

導入し、高齢者及び障害者等の移動円滑化に寄与することが望まれる。 
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参考資料 

 

    1.アンケート調査票 

    2.現地調査の画像 

    3.現地調査の結果（個別票） 

    4.バリアフリータラップの画像 

 



54 

 1．アンケート調査票 

 本事業で実施したアンケート調査の調査票は、次のとおり。 
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『乗下船装置に関するアンケート調査』 
問１：管理している港湾名（地区名）およびその港湾に設置されている旅客船ターミナル名をお教えください。 

1．港湾名（地区名）                                 

2．旅客船ターミナル名                                

            ⇒以下、上記の“旅客船ターミナル”についてのみご回答ください。 

  ※なお、管理している旅客船ターミナルが複数ある場合は、ターミナルごとにご回答頂きますようお願いします。 

 

問２：その旅客船ターミナルの 1 日あたりの利用者数およびその利用者のうち高齢者（65 歳以上）・障害者のそれぞれの割合 

についてお教えください。 

1．1 日あたりの利用者数          人 

2．うち高齢者の割合           ％ ／ うち障害者の割合         ％ 

問３：その旅客船ターミナルで利用者が旅客船に乗降する場所についてお教えください（複数回答可）。 

1．固定岸壁 

2．ポン・ツーン（浮き桟橋） 

3．その他（                                         ） 

問４：その旅客船ターミナルで利用者が旅客船に乗降するための設備についてお教えください（複数回答可）。 

1．ボーディングブリッジ 

2．スロープ式タラップ 

3．階段式タラップ 

4．その他（【例】ランプウェイからの乗降                             ） 

【参考】 

ボーディングブリッジ スロープ式タラップ 階段式タラップ 

   

 

問５：その旅客船ターミナルで乗降する際に段差、傾斜※等があり、高齢者や車いす使用者の乗下船に支障はありますか。 

1．支障はない【⇒ 問 12 にお進みください。問 6～問 11 は回答不要です。】 

   2．支障がある【⇒問 6 にお進みください。】 

 

 

 

問６：乗降に関する利用者の要望はありますか。 

1．要望はない 

2．要望がある 

 

 

 

 

段差、傾斜等はどのくらいありますか。       cm／ 傾斜角    °（度） 

（※ここでの「段差、傾斜等」は、車いす使用者等が独力で移動することが困難な段差、傾斜を示す） 

どのような要望ですか。 
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問７：バリアフリータラップ（別紙 1）が開発された場合、設置する可能性はありますか（複数回答可）。 

 

 

 

 

 

 

※以後の質問は、バリアフリータラップ（別紙 1）の諸元等を検討するのに考慮致します。 

問８：その旅客船ターミナルに就航している航路数と航路事業者数についてお教えください。 

    1．就航している航路数             航路 

2．就航している航路事業者           事業者 

問９：その旅客船ターミナルで利用者が乗降する場所の広さおよび設備等についてお教えください（複数回答可）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10：その旅客船ターミナルのある港湾の潮の干満差と風・波の状況をお教えください。 

 

 

 

 

 

問 11：今後、その旅客船ターミナルのある港湾におけるバリアフリー化に関する整備計画があればお教えください。 

 

 

 

 

 

問 12：その他に旅客船ターミナル等のバリアフリーに関してお気づきの点等がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

ご担当者 管理者名（団体名）                      氏 名               

 住 所                            連絡先               

【例】平成 22.年度より 3 カ年計画で乗降する場所をポンツーン（浮き桟橋）に整備する予定である。 

 

1．潮の干満差                   cm 

2．風・波の状況 【例】：西風が強く、着岸に苦慮している。／他の船による曳波の影響がある。 など 

1. バリアフリータラップ（別紙 1）を設置する可能性がある。 

2. バリアフリータラップ（別紙 1）より簡易なものであれば設置する可能性がある。 

3. 安価であれば設置する可能性がある。 

4. 補助や助成の制度があれば設置する可能性がある。 

5. 設置する可能性はない。 

1．広さ【縦×横】          m2 

2．乗降する場所の設備 【例】ひさしが設置されている 

（                                       ） 

3．略図をご記入ください。 
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2．現地調査の画像 

 本事業で実施した現地調査の画像は、次のとおり。 

 

那覇泊港（久米商船株式会社） 

   

 干潮時の海水位             干潮時に利用しているタラップ 

 

   

 満潮時の海水位             満潮時に利用しているタラップ 

 

岩船港（粟島汽船株式会社） 

    

 「フェリーあわしま」の乗降に利用しているタラップ 
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 「高速船あすか」の乗降に利用しているタラップ 

 

新潟西港（佐渡汽船株式会社） 

    

 「おけさ丸」の乗降に利用しているボーディングブリッジ 

 

    

 ボーディングブリッジ内部 
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気仙沼港（大島汽船株式会社） 

    

 干潮時の海水位             満潮時の海水位 

 

  

 旅客が乗降する車両ランプウェイ 
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広島宇品港（瀬戸内海汽船株式会社） 

    

 干潮時の海水位             干潮時に利用しているタラップ 

 

    

 満潮時の海水位             満潮時に利用しているタラップ 

 

弓削港（弓削汽船株式会社） 

    

 旅客が乗降する車両ランプウェイ（干潮時）               （満潮時） 
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牛深港（三和汽船株式会社） 

    

 干潮時の海水位  

  

    

 満潮時の海水位 

 

佐世保港（九州商船株式会社） 

   

 干潮時に利用しているタラップ      満潮時に利用しているタラップ 
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奈留港（九州商船株式会社） 

    

 干潮時の海水位             満潮時の海水位 

 

    

 「フェリー福江」の乗降に利用しているタラップ 

   

 「フェリー福江」の乗下船 
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３．現地調査の結果（個別票） 

 本事業で実施した現地調査の結果（個別票）は、次のとおり。 
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71 
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４．バリアフリータラップの画像 

 本事業で製作したバリアフリータラップの画像は、次のとおり。 

 

全体像 

 

 

全体像（側面から） 
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バリアフリータラップの設置 

 

 
バリアフリータラップの設置（正面から） 
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陸側スロープ板の利用 

 

 
船側スロープ板の利用 
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船側スロープ板の利用 

 

 
バリアフリータラップの輸送 
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